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所在地　〒605-0074 京都府京都市東山区祇園町南側551番地
　　　　・京阪本線『祇園四条駅』から徒歩5分
　　　　・阪急京都線『京都河原町駅』から徒歩8分
　　　　・地下鉄東西線『東山駅』から徒歩10分
　　　　・京都市バス『祇園』下車すぐ
ＴＥＬ　075-757-8686
ＷＥＢ　https://www.kanjimuseum.kyoto/
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10月29日［火］～5月6日［火祝］
2024年 2025年 場所：漢字ミュージアム2階 企画展示スペース

料金：漢字ミュージアムの入館料が必要
一部展示替えあり



 

〒605-0074  京都府京都市東山区祇園町南側551番地

 

https://www.kanjimuseum.kyoto/

■交通案内
・京阪　祇園四条駅から徒歩5分
・阪急　京都河原町駅から徒歩8分
・地下鉄　東山駅から徒歩10分
・京都市バス　祇園すぐ
※駐車場はございません。公共交通機関でお越しください。

■休館日　月曜日（休館日が祝日の場合、翌平日に振り替え）
■開館時間　9:30～17:00（最終入館16:30）
※休館日・開館時間は12月以降変則的です。
WEBサイトかお電話にてご確認ください。

■入館料

 TEL：075-757-8686
・小中高生1名以上と同伴の大人は、1名につき300円引(大人2名まで)
・障がい者の介護人(1名) 免除　他

障がい者

無料

未就学児

無料

中学生・小学生

￥300

大学生・高校生

￥500

大人

￥800

漢字で感じる色めぐり

色の名前が書かれたパネルを
回すと、その色にまつわる解説
やコラムを読むことができま
す。鴇色、躑躅色、珊瑚色…
145種類から気になる色を選ん
でください。

京都のシンボルカラーである
紫について、歴史や四字熟語
を交えて紹介します。

「赤の他人」「青信号」など、慣用
句や日常でよく使う言葉の由来につ
いて紹介します。

春夏秋冬それぞれの季節にまつわる色を
紹介します。
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　人々が暮らしの中で紡ぎ出す文化には地域特有の風土や環境から影響を受ける部分があります。
私たちは日常生活の中で常に「色彩」と接触し、そこから与えられるイメージを深く意識しています。
　今回の展示では、過去から現代までの日本人の生活の中で色彩が果たしてきた役割と意義を、
漢字や日本語を通して幅広く考えてみます。　

色の壁

京都と紫

色と漢字のおはなし 四季にまつわる色

前期（秋・冬の色）：10月29日～1月26日
後期（春・夏の色）：1月29日～5月6日

2024年 2025年

ときいろ さん ご いろつつじ いろ

企画展もっと
詳しく！


